
 １１月３０日（木）、盛岡市本宮タカヤアリーナにて【水門等水位観測員講習会】を行いました。
新型コロナウイルス感染拡大の影響で、観測員が揃っての開催は、令和元年以来約４年ぶりとなりました。
台風や大雨など川の水位が上昇した際に、河川の氾濫や住宅への浸水を防ぐ重要な役割を果たす「樋門・樋
管・陸閘」。盛岡出張所には７０箇所の施設があり、８５名の水位観測員がそれぞれの施設を担当し、活動
しています。いざという時に適切な対応を取れるように、実際の事例を挙げながら現場で注意しなければな
らないことを再確認しました。質疑応答では日頃疑問に思っていることや不安などが出され、活発な意見交
換が行われました。今後の活動に向けてとても貴重な時間になりました。

   これから冬本番、厳しい寒さが続く季節となります。インフルエンザ流行に十分留意し、安全に作業に従事し

　　   ていただきたいと思います。今年一年、皆様にご協力いただきまして本当にありがとうございます。
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これから冬本番、厳しい寒さが続く季節となります。健康を大切に、インフルエンザには十分留意し
ていただきたいと思います。今年一年、皆様にご協力いただきましてありがとうございます。
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